
活用版 04 空家等対策の方針・施策・取 04 空家の相談はこちらへ 

専門家団体による相談窓口 

※大阪の住まい活性化フォーラムとは･･･ 
  中古住宅流通・リフォーム市場の活性化を図り、府民の住生活の向上と大阪の地域力や安全性の向上に資する 
  ことを目的として、中古住宅流通とリフォーム市場の活性化のための情報提供、環境整備、調査研究等を行っ 
  ている団体 構成員：府、市町村、非営利団体、民間事業者 

大阪の住まい活性化フォーラム 
 http://akiya.osaka-sumai-refo.com/ 

ホームページ 

◆空家の権利関係、維持管理、利活用から除却まで、さまざまな相談窓口があります。 

市の相談窓口 

◆所有している空家のこと、空家を活用したい、など相談をお寄せください。 

茨木市 都市整備部 居住政策課 
 ＴＥＬ：072-655-2755 ＦＡＸ：072-620-1730 
 E-mail：kyojyu@city.ibaraki.lg.jp 
 

問い合わせ先 

空家等対策計画の詳しい内容はホームページをごらんください。 

   

 
検索 茨木市空家等対策計画 



目標② 地域課題に応じた空家を活用したまちづくりの推進 
◆空家の活用方法がわからない等の所有者の思いと地域課題を抱える行政の思い 
◆空家を「地域資源」と捉える 
◆両者の思いをマッチングし、地域の課題解決や魅力向上につなげる 

茨木市空家等対策計画における目標 

・ぷらっとホーム 

どうしたらいいの？ 
・サービスやノウハウを 
 活かしたい 
・所有者や地域との関わり 
 方がわからない 
こんなことができる！ 
・メンテナンスの知識技術 
・維持管理サービスの提供 
・賃貸、売買の仲介 
・活用への取組支援 
・大学等の知的資源の活用 

 

適正管理の推進による住宅ストックの良質化 
◆所有者は空家等の維持管理に対する責任があるため、管理に対する意識を醸成 
◆市、地域住民、事業者等の相互連携による空家等の適正な管理を推進 

目標① 

どうしたらいいの？ 
・建物のメンテナンス方法は？ 
・活用方法がわからない 
・遠方で管理できない 
・借り手、買い手が見つからない 
こんなことができる！ 
・空家の積極的な活用 
・建物の維持管理 

どうしたらいいの？ 
・集会所として使えたら･･･ 
・放火されないか心配 
・まちの価値が低下しないか不安 
こんなことができる！ 
・地域のまちづくり活動に参加 
・住民同士の声かけ、見守り 

どうしたらいいの？ 
・空家をうまく活用して 
 もらいたい 
・空家を適正に管理して 
 もらいたい 
こんなことができる！ 
・法に基づく措置の実施 
・管理方法、支援制度等の 
 情報提供 
・公共的な活用策の検討 

・つどいの広場 

01 空家を活用したまちづくりを推進します 

◆特定空家への措置 
定義：法第２条 

  ・そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態 

 ・著しく衛生上有害となるおそれのある状態 
 ・適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている常態 
 ・その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態 

措置：法第14条 
 ・市は所有者に対し、助言、指導、勧告、命令、代執行等の措置が可能 
 ・勧告の対象となった場合、税負担の軽減措置である「住宅用地特例」の対象から除外 
  

◆立入調査（法第９条） 
 ・市は空家等に対し、所有者を把握するための調査や必要に応じて立入調査が可能 

■北部地域

■中心市街地

■一団の住宅地
（ニュータウン）

■一団の住宅地
（ニュータウン）

◆人口減少・世帯数減少が予測され、住宅の余剰傾向は続く      →空家の増加への対応 
◆所有者の意向により、住宅市場での流通が停滞           →所有者の意向把握 
◆空家化の放置による近隣への悪影響、苦情相談増加         →適正管理の促進 
◆空家対策は多岐にわたる（活用、管理、相続等）          →体制構築 
◆地域によって状況が異なる（住宅地、北部、中心市街地）      →地域特性に応じた対策 

現状 課題 

課題を踏まえ、空家対策の方向性を示す「茨木市空家等対策計画」を策定 

02 計画の基本的事項（計画期間：平成29年度～平成36年度までの８年間） 

◆水道閉栓情報により、１年間以上閉栓している戸建住宅を抽出し、外観調査を実施 
◆庁内各課への相談・苦情があった空家、自治会が把握している空家を補完データとして抽出 

空家等実態調査（平成27年度実施） 

調査結果 ・水道閉栓情報による抽出      389戸 
・庁内各課への相談、苦情による抽出   62戸 
・自治会アンケートによる抽出    460戸 

何らかの対策が 
必要な空家 
      計911戸 

◆水道閉栓情報により抽出し、外観調査を実施した389戸の空家所有者を対象に実施 

所有者アンケート（平成28年度実施） 

調査結果 ・70歳代以上の高齢者が所有者の４割   →今後の維持管理に課題 
・昭和55年以前に建築されたものが８割  →耐震性、老朽化に不安 
・ほぼ管理していない空家が１割      →適正管理の啓発 
・売買・賃貸等の活用意向も目立つ     →マッチングの仕組み必要 

◆対象地区：市域全域 
       利活用施策は、地域課題を踏まえ推進 

 

◆対象空家：空家特措法第２条第１項に規定する空家 
 「建築物又はこれに附属する工作物であって居住その他使用がなされていないことが 

  常態である※もの及びその敷地（立木その他の土地に定着するものを含む。）」 
   ※常態である＝概ね年間を通して使用実績がない（国基本指針） 

対象 

空家特措法の概要 

利活用施策を重点的に推進する地区 

02 こんな活用が考えられます 

◆交流 
 ・自治会の集会所、地域の交流施設 
◆福祉 
 ・ぷらっとホーム      ：地区福祉委員会による活動拠点   
 ・街かどデイハウス     ：高齢者の身近な介護予防拠点 
 ・いきいき交流広場   ：老人クラブ等による趣味活動 
 ・地域活動支援センター ：障害者の通所型支援施設 
 ・グループホーム        ：高齢者等の共同生活の場 
◆子育て 
 ・小規模保育          ：定員19人までの小規模な保育所 
 ・つどいの広場     ：子育て中の保護者の交流の場 

公共的な活用 

◆大学との連携        ：地域と連携し、課題解決に活用   
◆文化芸術          ：作品の発表の場などに活用 
◆中心市街地の町家    ：町家の雰囲気を活かした活用 
◆店舗          ：お店やカフェなど賑わいづくり 
◆北部地域のまちづくり  ：活動や交流の拠点などに活用 

地域の魅力向上 

◆ポケットパーク、農園等   

跡地活用 

03 空家活用の相談をお寄せください ‐空家相談シート‐ 

名前（団体名/代表者）   電話番号   

住所   

所在地   

最寄り駅と距離        線       駅から       分(徒歩·バス) 

面積(土地·建物)   構造·階数   

建築時期 （     ）年頃 （□昭和55年以前 □昭和56年以降） 

所有者 □相談者本人 □家族·親族 □その他（     ） 

書類の有無 □確認申請書 □検査済証 □図面 

管理状況 （    )回/年状況確認 原状回復 □要 □不要 

家賃等希望 □市場相当 □固定資産税相当 □その他（     ） □不要 

貸出可能な期間 □現時点で期限なし □(     )年程度  □未定 

場所·地域   対象·利用者   

利用頻度   期間   

内容   

場所   規模(広さ)   

構造·設備   家賃(予算)   

探している理由   

◆お持ちの空家で、お困りの内容を記入してください。 

空家を所有している方 

□相談者について 

□住宅について 

◆空家をどのように活用したいか、記入してください。 

空家を活用したい方 

□活用内容について 

□活用したい空家について 

□相談について 
 ①今後について 
   □自分が使う、親族が住む       □中古住宅として（売りたい・貸したい） 

  □家を壊して、土地として（売りたい・貸したい） 
  □積極的に活用の予定はないが、（家は残したい・家がもったいない・役立てたい） 
  □空家を維持したいが方法がわからない □活用したいが、どんな方法があるか知りたい 
 

 ②地域での活用について、使ってもよい活用 
   □交流（集会所等） □福祉  □子育て □家を壊したあとの跡地活用 

  □大学連携 □文化芸術 □中心市街地の町家 □店舗 □北部地域のまちづくり 

□その他気になることなどについて 

活用事例 


